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資料編

生徒の適切なコース選択と達成感・充実感を味わえるような題材・手だてを工夫し、数学を得意と感じさせ

授業の満足度を高める習熟度別少人数学習「発展コース」の授業づくりの提案 ＜課題２、課題５の解決例＞

長期研修員 高橋 義弘

Ⅰ 単元の指導と評価の計画（全８時間 習熟度別少人数学習「発展コース」）

時 ○ねらい ○｢おおむね満足できる｣状況（評価方法）

・主な学習活動
・支援及び指導上の留意点

◎｢十分満足できる｣状況

間 ☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇「おおむね満足できる」生徒への手だて

１ ○伴って変わる二つの数量の ・【主問題】 【関心・意欲・態度】

関係を調べるには、表やグラ 「回転ずしの回転レーンは、１秒間で10cm 進 ○具体的な事象を関心をもって観察し、

フ、式などが使われることを みます。時間の経過にともなって、どんな数量 その中から伴って変わる二つの数量を見

知り、それぞれの特徴を理解 が変化するだろうか。☆動いている時間を○秒、 いだそうとしている。（発言・ノート）

する。 進んだ距離を△ cm として、○と△の関係を調 ◎具体的な事象を関心をもって観察し、

・回転ずしのビデオを視聴し、 べてみよう。」 その中から伴って変わる二つの数量や変

回転レーンの様子から、変化 ・回転ずしのビデオを視聴したり、模型を使っ 化しない数量を進んで見いだし発言しよ

するものと変化しないものを たりすることにより、視覚的に変化するもの うとしている。

見いだす。 をとらえられるようにする。 ☆模型を操作する活動を取り入れ、変化

・模型を操作したりして、変 ＜問題解決の支援＞ するものを自由にいろいろと見付けるよ

化しないもの（速さ）に着目 表、グラフをもとに、その特徴を調べること うに促す。

し、変化するものの中から伴 により、χとｙの関係を式で表し、いろいろ ◇ビデオを繰り返し再生したり模型を操

って変わる二つの数量を見い な方法で処理することができたことの達成感 作する活動を取り入れることで、伴って

だし、表やグラフ、式に表す。 を味わうことができるようにする。 変わる二つの数量や変化しない数量を見

・【発展的な問題】 付けやすくする。

「トイレットペーパーのミシン目は1区間で20cm 【知識・理解】

です。1秒間に一区間引き出すとき、時間の経 ○事象の中の関係をとらえるのに、表や

過にともなって、どんな数量が変化するだろう グラフ、式が有効に使われることを理解

か。」 している。（ノート・学習プリント）

「回転ずしで、時間の変化に伴い変化するもの ◎事象の中の関係をとらえるのに、表や

の中から、自分の気になる数量について調べて グラフ、式が有効に使われることを理解

みよう。」 し、いろいろな方法で処理することがで

きることを知っている。

☆小学校での学習を想起させ、表やグラ

フに表す際に、時間を一定間隔おきに決

めて、一つ一つの距離を調べて並べさせ

ることにより、変化と対応の決まりを見

＜コース選択＞ 付けやすくする。

授業への理解度や満足度をも ◇○と△の関係を式で表わせるかどうか

とに、次時のコース選択がで 調べる活動を取り入れ、比例しているこ

きるようにする。 とのよさを理解できるように支援する。

２ ○お風呂の水の増えていく様 ・【主問題】 【関心・意欲・態度】

子を調べることを通して、変 「深さ60cm のお風呂に、７時ちょうどに水を ○変数の変域を求め、また、それを不等

数や変域の意味を理解すると 入れ始めた。ところが、７時１分ちょうどに電 号を使った式で表したり、数直線上に表

ともに、式や数直線で変域を 話が鳴り、その場所をはなれなくてはならなく そうとしたりしている。（発言・机間指
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表す。 なった。まだ、水の高さは５ cm である。この 導・学習プリント）

・お風呂の水の増えていく様 まま一定の水の強さで入れ続け、水があふれな ◎変域に注意して、二つの数量の関係を

子を調べ、変域が存在するこ いようにするためには、何時何分までにもどっ とらえることができ、いろいろな変域を

とに気付く。 てくればよいだろうか。 進んで表そうとしている。

・言葉の変域を、不等号や数 水を入れ始めてからχ分後の水の高さをｙ ☆変域の始まりと終わりを言葉で表現さ

直線を使って表す。 cm として、グラフを利用して考えてみよう。」 せ、数の取り得る範囲を正確につかむこ

・コンピュータや模型を使い、操作しながら考 とができるようにする。

えられるようにする。 ◇一つの数量が変化すると、他の数量が

＜問題解決の支援＞ どのように変化するかに注目させ、変域

グラフからいえることを話し合うことで、ｙ の対応関係に目が向くようにする。

の値に限りがあることに気付くことができる 【知識・理解】

ようにする。 ○変数と変域の定義を知り、変域を不等

・【発展的な問題】 号や数直線を使って表す方法を理解して

「水の強さや風呂の大きさを変えても、同じこ いる。（ノート・学習プリント）

とがいえるだろうか。」 ◎与えられた文字の条件により、変域が

「より大きい、より小さい、以上、以下、未満 存在することを知り、方程式における文

などの言葉を使い､自分で変域を決めて、不等 字の用い方と比較して変数の意味を理解

号や数直線で表してみよう。」 している。

☆変数を文字で表すことを、「ある範囲を

自由にとることのできる数」と意識させ、

＜コース選択＞ 「変」を強調するようにする。

授業への理解度や満足度をも ◇方程式とその解の意味を思い出すこと

とに、次時のコース選択がで で、χの変域について理解を深めるよう

きるようにする。 にする。

３ ○具体的な事象の中から、比 ・【主問題】 【数学的な見方や考え方】

例の関係にある二つの数量を 「左から右へ秒速20cm で走っている電車が、 ○具体的な事象の中にある二つの数量の

見いだし、表や式で表すこと 目の前の踏切(地点 A)を通過した。その５分後 関係を表に表し、対応の様子に着目して

を理解する。 には、どこにいるのだろうか。また、３分前に 式を考えることができる。（発言・机間

・電車の変化する様子を調査 はどこにいたのだろうか。目の前を通過してか 指導・学習プリント）

することを通して比例の関係 らの時間をχ秒、A から右への距離をｙ cm と ◎具体的な事象の中にある二つの数量の

に気付き、表や式で表し、そ して、χとｙの関係を調べてみよう。」 関係を表に表し、いろいろな部分の変化

の特徴を調べる。 ・時計と電車の模型を使い、時間と距離の関係 や対応の様子から特徴をとらえ、式を考

を、具体物と表とを関連付けながら思考する えることができる。

ことを促す。 ☆時間が負の数になる場合でも、時間を

・「○秒前」については、時計の針や電車の模 一定間隔おきに決めて、一つ一つの距離

型を戻すことで、イメージできるようにする。 を調べて並べさせる。

＜問題解決の支援＞ ◇表を横に見たり(ｙの値の変化を見る)、

表を横に見たり(ｙの値の変化を見る)、縦に 縦に見たり(χの値に対応するｙの値を

見たり(χの値に対応するｙの値を見る)でき 見る)できるようにすることで、表の特

るようにすることで、表の特徴を簡潔・明瞭 徴を簡潔・明瞭に表現できるように、能

に表現できたことの達成感を味わうことがで 率的に考えることができるようにする。

きるようにする。 【知識・理解】

・【発展的な問題】 ○「ｙはχに比例する」ことの意味を理

「速さが一定であれば、その数値を変えても比 解し、比例定数の意味とその求め方を理

例になるのだろうか。条件を変えて問題を解決 解している。（ノート・学習プリント）

してみよう。」 ◎小学校における比例の学習と関連付け

「速さが一定であれば、単位を変えても比例に て、表や式で表すことによって比例の関

なるのだろうか。条件を変えて問題を解決して 係には、固有の変化や対応の特徴がある

みよう。」 ことを理解している。
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☆表に書き込んだ矢印をもとに、比例の

＜コース選択＞ 性質を確認できるように支援する。

授業への理解度や満足度をも ◇χとｙの対応関係に注目させることで、

とに、次時のコース選択がで 比例の定義についての理解を深められる

きるようにする。 ようにする。

４ ○比例定数が負の数の場合に ・【主問題】 【表現・処理】

も、比例の性質が成り立つこ 「右から左へ秒速20cm で走っている電車が、 ○比例する二つの数量の関係を、表や式で

とを理解するとともに、与え 目の前の踏切(地点 A)を通過した。その５分後 表すことができる。（発言・机間指導・学習プ

られた条件から、比例の関係 には、どこにいるのだろうか。また、３分秒前 リント）

を表す式を求める。 にはどこにいたのだろうか。」 ◎与えられた条件から、比例定数を求めるこ

・電車の変化する様子を調査 「ｙがχに比例している。χ＝４のときｙ＝12 とができ、比例の関係を表す式を求めること

することを通して比例定数が である。このとき、ｙをχの式で表しなさい。」 ができる。

負の数の場合について、表や ・時計と電車の模型を使い、時間と距離の関係 ☆前時の学習においての表や式の表し方

式で表し、その特徴を調べる。 を、具体物と表とを関連付けながら思考する をもとに、負の数に注意して表すことが

・一組のχ、ｙの値から比例 ことを促す。 できるようにする。

定数を求めて、比例の関係を ・1秒後には左へ20cm の地点であることから､ ◇与えられた条件から、χとｙの関係を

表す式を求める。 「－20cm」であることをおさえる。 くりぬいて見ることができるようにする

＜問題解決の支援＞ ことで、その対応関係に注目できるよう

表を横に見たり、縦に見たりできるようにす にする。

ることで、表の特徴を簡潔・明瞭に表現でき

たことの達成感を味うことができるようにす

る。

・【発展的な問題】

「速さが一定であれば、その数値を変えても比

例になるのだろうか。条件を変えて問題を解決

してみよう。」

「速さが一定であれば、単位を変えても比例

＜コース選択＞ になるのだろうか。条件を変えて問題を解決し

授業への理解度や満足度をも てみよう。」

とに、次時のコース選択がで 「一組のχ、ｙの値を決め、そこから比例の式

きるようにする。 を求める問題をつくり、解決してみよう。」

５ ○座標の意味を理解し、点の ・【主問題】 【表現・処理】

位置を座標を使って表す。 「教室の天井にハチがとまっている。ハチの位 ○点の座標を読んだり、座標に対応する

・教室の天井にとまっている 置を誰にでも分かるように伝えるには、どのよ 点を示したりすることができる。（発言

ハチの位置をどのように言い うに工夫すればよいだろうか。」 ・机間指導・学習プリント）

表したらよいかを考えること ・小グループで話合いをし、升目シートを利用 ◎座標軸の範囲を負の数にまで拡張して

により、座標の存在を知る。 して考えることができるようにする。 点の座標を読んだり、座標に対応する点

・デカルトの話をし、興味をもてるようにする。 を示したりすることができる。

＜問題解決の支援＞ ☆χ座標、ｙ座標の順序に気を付けさせ

透明シートや升目シートを利用して考えるよ ることで、点の位置を正確に表せるよう

うに促すことにより、升目の便利性に気付か にする。

せ、ハチの位置を言い表すことができたこと ◇χ座標、ｙ座標について、それぞれχ

の達成感を味わうことができるようにする。 軸、ｙ軸という数直線に対応できるよう

・【発展的な問題】 にすることで、位置を確認できるように

「(χ，ｙ)のχ座標、ｙ座標で、一方の座標を する。

固定し、他の一方の座標を変えて、たくさん点 【知識・理解】

をとり、点の並びを調べてみよう。」 ○座標平面をつかって、平面上の点の位

「座標あてゲームをしよう。」 置を表す方法を理解している。（ノート

「天井からぶら下がった蜘蛛の位置の表し方を ・学習プリント）



- 資料134 -

考えてみよう。」 ◎座標軸の範囲を負の数にまで拡張し、

広く座標について見通すことができる。

☆座標平面を丁寧につくらせることで、

ものの位置の表し方として、二つの数の

組を対応することができるよさに気付く

＜コース選択＞ ようにする。

授業への理解度や満足度をも ◇座標平面の四つの象限と符号に注目さ

とに、次時のコース選択がで せることで、その特徴を見いだせるよう

きるようにする。 にする。

６ ○比例定数が正の数の場合の ・【主問題】 【関心・意欲・態度】

比例のグラフをかき、そのグ 「ｙ＝２χのグラフをかこう。そして、特徴を ○表やグラフで表すことによって、二つ

ラフの特徴を見付ける。 見付けてみよう。」 の数量の関係をとらえようとしている。

・ｙ＝２χのグラフなど比例 ・既習事項からグラフを予想できるようにし、 （発言・学習プリント・方眼紙）

定数が正の数の場合の比例の いろいろなグラフを見せて揺さぶることで、 ◎比例の特徴について、式、表、グラフ

グラフをかき、そのグラフの 二つの数量の関係をとらえられるようにする。 を相互に関連付けながらよみとり、変化

特徴を調べ、まとめる。 ・興味をもった区間の点を細かくとるように促 や対応の様子を進んで考えようとしてい

し、点の集まりから直線というグラフのイメ る。

ージを正確につかむことができるようにする。 ☆表やグラフからどんなことが言えるか、

＜問題解決の支援＞ 自分なりに説明できるように支援する。

いろいろなグラフを見せて比較することで、 ◇式や表の特徴がグラフのどこに表れて

χとｙの関係やグラフの特徴をとらえること いるか、式の意味と比較しながら考えら

ができたことの達成感を味わうことができる れるようにする。

ようにする。 【表現・処理】

・【発展的な問題】 ○式から比例する二つの数量の関係を、

「ｙ＝ａχのグラフは、ａの値がどんな正の数 表やグラフで表すことができ、その特徴

でも、同じ特徴がいえるだろうか。」 をよみとることができる。（机間指導・

「変域を決めてグラフをかくと、どんなグラフ 学習プリント・方眼紙）

になるのだろうか。」 ◎式から比例する二つの数量の関係を、

・コンピュータを使い、操作しながらグラフを 表やグラフで表すことができ、その特徴

かくことで、視覚的にとらえることができるよ を的確に複数指摘することができる。

うにする。 ☆一つ一つの点を丁寧に正確にとらせ、

きれいなグラフができた満足感を味わわ

せる。

☆表の縦の関係、横の関係を一つ一つ取

＜コース選択＞ り出して調べさせ、特徴を見付けさせる。

授業への理解度や満足度をも ◇式、表、グラフから比例の特徴を簡潔

とに、次時のコース選択がで ・明瞭に表現できるように、能率的に調

きるようにする。 べさせる。

７ ○比例定数が負の数の場合の ・【主問題】 【関心・意欲・態度】

比例のグラフをかくことがで 「ｙ＝－２χのグラフをかこう。そして、特徴 ○比例定数が負の数の場合について、式

き、そのグラフの特徴を見付 を見付けてみよう。」 から比例する二つの数量の関係を、表や

ける。 ・比例定数が正の数の場合の比例のグラフを想 グラフで表し、その特徴をよみとろうと

・ｙ＝－２χのグラフなど比 起させ、イメージをもてるようにする。 している。（机間指導・学習プリント・

例定数が負の数の場合の比例 ＜問題解決の支援＞ 方眼紙）

のグラフをかき、そのグラフ 比例定数が正の数のときと比較することで、 ◎比例定数が負の数の場合について、表

の特徴を調べ、まとめる。 グラフの特徴をとらえることができたことの やグラフなどで適切に表現し、式とグラ

達成感を味わうことができるようにする。 フの関係を関連付け、いろいろな観点か

・【発展的な問題】 ら比例の特徴を的確に指摘しようとして

「ｙ＝ａχのグラフは、ａの値がどんな負の数 いる。
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でも、同じ特徴がいえるだろうか。」 ☆一つ一つの点を丁寧に正確にとるよう

「変域を決めてグラフをかくと、どんなグラフ に促し、きれいなグラフができた満足感

になるのだろうか。」 を味わえるようにする。

「ｙ＝ａχのグラフで、比例定数が正の数のと ☆表の縦の関係、横の関係を一つ一つ取

きと負の数のときとで比較してみよう。同じ点 り出して調べさせ、特徴を見付けさせる。

や違う点が見つかるだろうか。」 ◇式、表、グラフから比例定数が負の数

・コンピュータを使い、操作しながらグラフを の場合についての特徴を、比例定数が正

かくことで、視覚的にとらえることができる の数のときと比較させ、簡潔・明瞭に表

ようにする。 現できるように、能率的に調べさせる。

【数学的な見方や考え方】

○比例定数の値が負の数のグラフから、

比例のグラフの特徴を考えることができ

る。（発言・学習プリント・グラフ用紙）

◎比例定数の値が負の数のグラフの特徴

について、比例定数の値が正の数のグラ

フと関連付けて考えることができる。

☆比例定数が正の数の場合の特徴をもと

に考え出せるようにする。

＜コース選択＞ ◇式の特徴が表やグラフではどこに表れ

授業への理解度や満足度をも ているかなど比例定数が正の数の場合の

とに、次時のコース選択がで 特徴と負の数の場合の特徴とを比較しな

きるようにする。 がら考えられるようにする。

８ ○比例のグラフのかき方や、 ・【主問題】 【表現・処理】

グラフから式を求める方法を 「ｙ＝２χのグラフをかきたい。比例のグラフ ○比例の式をグラフに表したり、比例の

理解し、表す。 の特徴を使って、グラフを簡単にかく方法を考 グラフを式に表したりすることができ

・比例を直線としてとらえ、 えよう。」 る。（机間指導・方眼紙）

効率のよいかき方を考え、い 「
ｙ＝

２
χのグラフを簡単にかく方法を考え

◎比例定数が分数の場合においても、表

ろいろなグラフをかく。 ３ をグラフに表したり、グラフを式に表し

・グラフから式を求める方法 よう。」 たりすることができる。

を考える。 「グラフが右のような直線で ☆比例定数が分数の場合について、分数

あるとき、χとｙの関係を表 の分母に着目させることで、整数である

す式を求めよう。」 点を見付けることができるように支援す

・比例を直線としてとらえる る。

ことができるようにし、直 ◇比例定数に着目させて、χ座標もｙ座

線は２点で決まることにふれる。 標も整数となるような点を見付けられる

＜問題解決の支援＞ よう調べさせる。

表を横に見させるための簡単な表をつくるこ

とで、χとｙをそれぞれ何倍かすれば、どち

らも整数の組となるような点が見付かること

に気付くことができるようにし、グラフを簡

単にかく方法を考えることができたことの達

成感を味わうことができるようにする。

・【発展的な問題】

「比例定数をいろいろ変えて、効率のよいかき

方で比例のグラフをかいてみよう。」

＜コース選択＞ 「χ座標もｙ座標も整数である点を必ず１点通

授業への理解度や満足度をも る比例のグラフをかき、比例の式を求めよう。

とに、次時のコース選択がで いろいろな比例のグラフをかいて、求めてみよ

きるようにする。 う。」
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Ⅱ 本時の展開

第１時（１／８時間）
○ねらい…回転ずしの場面で、伴って変わる二つの数量の関係を調べるには、表やグラフ、式などが

使われることを知り、それぞれの特徴を理解する。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

１ ○回転ずしを想起し、変化するものと ・回転ずしの話をし、「何が変化している 【関心・意欲・態度】
変化しないものを見付ける。 だろうか。何が変化していないだろう ○具体的な事象を関心をもって

＜変化するもの＞ か。」と問い、変化に着目して、数量を 観察し、その中から伴って変
・ネタの種類 見いだせるようにする。 わる二つの数量を見いだそう
・ネタの鮮度、味 ・時間をあたえ、なかなか見付からない生 としている。（発言・ノート）
・寿司の数 徒には、近くの生徒と相談する機会を与 ◎具体的な事象を関心をもって
・寿司の位置 える。 観察し、その中から伴って変
＜変化しないもの＞ わる二つの数量や変化しない
・回転レーンの速さ 数量を進んで見いだし発言し
・回転レーンの高さ ようとしている。
・寿司の値段 ☆模型を操作する活動を取り入
○数量化できる変化に絞る。 れ、変化するものを自由にい
＜変化するもの＞ ・生徒の意見の中から、数量化しやすい変 ろいろと見付けるように促
・寿司の位置 化に目が向くようにする。 す。
・食べた寿司の数 ・実際に例として数値に表して確認する。 ◇ビデオを繰り返し再生したり
＜変化しないもの＞ 模型を操作する活動を取り入
・回転レーンの速さ れることで、伴って変わる二
・回転レーンの高さ つの数量や変化しない数量を
・寿司の値段 見付けやすくする。

・回転ずしの「回転レーンと寿司」のビデ
オを見せ、変化しないものの中から「速
さ」に着目できるようにし、本時の問題
を提示する。

【主問題】回転ずしの回転レーンは、１秒間で10cm進みます。時間の経過に伴
って、どんな数量が変化するだろうか。

○時間の経過に伴って、どんな数量 ・模型を使い、時間の経過に伴って変化す
が変化するか、考える。 る数量を、視覚的にとらえられるように 【知識・理解】

・寿司が出てきてからの進んだ距離 する。 ○事象の中の関係をとらえるの
・寿司から、自分の位置までの距離 ・寿司が出てきてからの進んだ距離に着目 に、表やグラフ、式が有効に
○時間と進んだ距離の関係に着目し、 できるようにし、「動いている時間を○ 使われることを理解してい

問題解決の見通しをもつ。 秒、進んだ距離を△cmとして、○と△の る。(ノート・学習プリント）
・表に表せば、○と△の関係がわか 関係を調べてみよう。」と伝える。 ◎事象の中の関係をとらえるの

るだろう。 ・変化するものの中から○と△の関係につ に、表やグラフ、式が有効に
・グラフに表せば、○と△の関係が いて結果を予想できるようにし、問題解 使われることを理解し、いろ

分かるだろう。 決の見通しをもてるようにする。 いろな方法で処理することが
○○と△の関係について結果を予想 ・学習プリントを配付する。 できることを知っている。

する。 ☆小学校での学習を想起させ、
・比例になりそうだ。 表やグラフに表す際に、時間
○自分なりに考え、○と△の関係を ・○と△の関係を整理するために、表をつ を一定間隔おきに決めて、一

表、グラフに表す。 くる。 つ一つの距離を調べて並べさ
○表、グラフをもとに、時間と進ん ・寿司の位置を図にかき入れながら、数量 せることにより、変化と対応

だ距離の関係について、その特徴 を調べる。 の決まりを見付けやすくす
を調べる。 ・行きづまった生徒には、教師に質問した る。

・時間が１秒経過するごとに、距離 り、友達に相談したり、ヒントプリント ◇○と△の関係を式で表わせる
は10cmずつ増える。 を参考にしたりするよう促す。 かどうか調べる活動を取り入

・時間が２倍、３倍、４倍、…にな ・表の変化をもとに、変化の様子をとらえ れ、比例していることのよさ
ると、距離も２倍、３倍、４倍、… るようにする。 を理解できるように支援す
になる。 ・小学校での学習を思い出させ、表を横に る。
・どこの時間を見ても、距離が時間 見たり(△から△)、縦に見たり(○から

の10倍になっている。 △)させることで、時間と進んだ距離の
・比例である。 関係を見付けることができるようにす
・△＝10×○になる。 る。
○解決方法と結果を発表し合う。 ・解決方法と結果を発表する機会を設け、
○○をχ、△をｙとして、χとｙの 表やグラフ、式で表すことができること

関係を式で表す。 をまとめる。
・ｙ＝10χ ・文字を用いた式で比例の関係を表すこと

は初めてなので、丁寧に伝える。
○発展的な問題を選択し、取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】トイレットペーパーのミシン目は一区間で20cmです。1秒間に

一区間引き出すとき、時間の経過に伴って、どんな数量が変化す
るだろうか。変化する二つの数量を決めてχ、ｙとし、χとｙの
関係について調べてみよう。

【発展問題Ｂ】回転ずしで、時間の変化に伴い変化するものの中から、自分の
気になる数量について調べてみよう。

○条件を決めて、問題に取り組む。 ・生徒が自分で条件を決める場面を設け、
問題を解決できるようにする。

○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな
分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと

・同じように、比例になる。 で、数学を得意だと感じることができる
・比例だと、表の様子や式の形が似 ようにする。

ている。 ・自分の考えを発表する場面を設け、満足
・比例にならない関係もある。 感を味うことができるようにする。
・比例にならないと、式の形が違う。
○本時の学習を振り返り、自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己

をする。 評価する場面を設ける。
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第２時（２／８時間）
○ねらい…お風呂の水の増えていく様子を調べることを通して、変数や変域の意味を理解するととも

に、式や数直線で変域を表すことができる。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応
・支援及び指導上の留意点

◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

２ ○家で、お風呂に水を入れる場面を ・お風呂に水を入れる話をし，お風呂の水
想起する。 位が毎分５cmずつ上がる場面を模型で提

示する。
【主問題】深さ60cmのお風呂に、７時ちょうどに水を入れ始めた。ところが、
７時１分ちょうどに電話が鳴り、その場所をはなれなくてはならなくなった。
まだ、水の高さは５cmである。このまま一定の水の強さで入れ続け、水があふ
れないようにするためには、何時何分までにもどってくればよいだろうか。

水を入れ始めてからχ分後の水の高さをｙcmとして、グラフを利用して考え
てみよう。

○問題解決の見通しをもつ。 ・水があふれないように、お風呂場を離れ
・何分後にいっぱいになればよいか るには、どうすればよいか、問題解決の

が分かっていれば、あふれないだ 見通しをもてるようにする。
ろう。 ・水があふれないようにどのようなことが

・１分ごとに何cm上がるかが分かっ わかっていればよいか気づけるようにす
ていれば、お風呂に戻ってこられ る。
るだろう。 ・コンピュータや模型を使い、操作しなが

・同じ量だけ高くなっていくから、 ら考えられるようにする。
比例だと思う。表に表せば、求め ・学習プリントを配付する。
られるだろう。

○水が増えていくときの変化の様子 ・表の変化をもとに、変化の様子をとらえ
を調べる。 る。

・χ、ｙの関係を表に表す。 ・対応するχ、ｙの値の組をはっきりとと
・表からいえることを考える。 らえることができるようにし、一定の時

間間隔で表をつくるように促す。
○どのように変化するか、グラフを ・表を横に見たり(ｙからｙ)、縦に見たり

予想し発表する。 (χからｙ)できるようにし、時間と水の
・１分間で５cm増える。 高さの関係を見付けられるようにする。 【関心・意欲・態度】
・一定の割合で増える。 ・どのように変化するか、グラフを予想し ○変数の変域を求め、また、そ
・χ、ｙの関係をグラフに表す。 発表する機会を設ける。 れを不等号を使った式で表し
○グラフをかき、グラフからいえる たり、数直線上に表そうとし

ことを考える。 たりしている。（発言・机間
・ｙの値がに60cmでとまる。 指導・学習プリント）
○解決方法と結果を発表し合う。 ・解決方法と結果を発表する機会を設け、 ◎変域に注意して、二つの数量
・７時12分までに戻ってくればいい。 ｙの値に限りがあることに気付くように の関係をとらえることがで
○変数と変域の意味を知る。 し、変域が存在することを伝える。 き、いろいろな変域を進んで
○言葉の変域を、不等号や数直線を ・「ｙは０から60」と表してから，不等号 表そうとしている。

使って表す。 を用いて「０≦ｙ≦60」の表し方を学習 ☆変域の始まりと終わりを言葉
・医薬品の用量表示をもとに、年齢 できるようにする。 で表現させ、数の取り得る範

をイメージしながら不等号や数直 ・医薬品の用量表示を用いて､ 「より大き 囲を正確につかむことができ
線を使って表す。 い」「より小さい」「以上」「以下」「未 るようにする。

満」などの言葉の違いを丁寧に指導する。◇一つの数量が変化すると、他
・「15以上」は、「15に等しいか、15より の数量がどのように変化する

大きい範囲のすべての数」と表してから かに注目させ、変域の対応関
「15≦χ」と表せるようにする。 係に目が向くようにする。

・χは一つの値ではなく、その範囲の中で 【知識・理解】
いろいろな値をとることができる数であ ○変数と変域の定義を知り、変
ることを意識できるようにする。 域を不等号や数直線を使って

・数直線上へのかき表し方を伝える。 表す方法を理解している。（ノ
ート・学習プリント）

◎与えられた文字の条件によ
り、変域が存在することを知
り、方程式における文字の用
い方と比較して変数の意味を
理解している。

☆変数を文字で表すことを、「あ
る範囲を自由にとることので
きる数」と意識させ、「変」
を強調するようにする。

◇方程式とその解の意味を思い
出させ、χの変域について理
解を深めるようにする。

○発展的な問題を選択し、取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】水の強さや風呂の大きさを変えても、同じことがいえるだろう

か。(例：水の強さが毎分３cmのとき)
【発展問題Ｂ】「より大きい」「より小さい」「以上」「以下」「未満」などの言

葉を使い､自分で変域を決めて、不等号や数直線で表してみよう。
○条件を決めて、問題に取り組む。 ・生徒が1分間に増す水の高さや変域など

条件を決める場面を設け、問題を解決で
きるようにする。

○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな
分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと

・水の強さや風呂の大きさを変えて で、数学を得意だと感じることができる
も、同じようなグラフになる。 ようにする。

・自分の考えを発表する場面を設け、満足
感を味うことができるようにする。

○本時の学習を振り返り，自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己
をする。 評価する場面を設ける。
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第３時（３／８時）
○ねらい…具体的な事象の中から、比例の関係にある二つの数量を見いだし、表や式で表すことが理

解できる。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

３ ○電車が走っている場面において、 ・「踏切で止まっていたら、左から電車が
時間の経過に伴って、どんな数量 走ってきました。左から右へ走っていく
が変化するかを考える。 電車について考えよう。」と伝える。

・位置 ・電車の模型が走る場面を見せ、視覚的に
・進んだ距離 とらえることができるようにする。
【主問題】左から右へ秒速20cmで走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を
通過した。その５分後には、どこにいるのだろうか。
また、３分前にはどこにいたのだろうか。

○電車の模型が動く様子を観察し、 ・時計と電車の模型を使い、１秒後の位置、【数学的な見方や考え方】
イメージする。 ２秒後の位置に架線柱でチェックをし、 ○具体的な事象の中にある二つ

・電車は動くから、実際には測れな 時間が決まれば、距離が決まることに気 の数量の関係を表に表し、対
い。 付くことができるようにする。 応の様子に着目して式を考え

・速さは変わらない。 ・「秒速20cm」とは「１秒あたり20cm」で ることができる。（発言・机
あることを強くおさえる。 間指導・学習プリント）

・「実際には、時間ごとの電車の位置をチ ◎具体的な事象の中にある二つ
ェックできない。どうしたらよいだろう の数量の関係を表に表し、い
か」と問い、電車の位置の求め方を確認 ろいろな部分の変化や対応の
する。 様子から特徴をとらえ、式を

・地点Ａを通過した時刻を基準に、その後 考えることができる。
を「＋」とし、Ａより右の方向を「＋」 ☆時間が負の数になる場合で

○問題解決の見通しをもつ。 と考えることを統一する。 も、時間を一定間隔おきに決
・１秒後、２秒後と調べていけば、 ・５分後の電車の位置を求めるには、どう めて、一つ一つの距離を調べ

５分後が分かるだろう。 すればよいか、問題解決の見通しをもて て並べさせる。
・表に表せば、５分後が分かるだろ るようにする。 ◇表を横に見たり(ｙの値の変

う。 ・学習プリントを配付する。 化を見る)、縦に見たり(χの
目の前を通過してからの時間をχ秒、Ａから右への距離をｙcmとして、χとｙ 値に対応するｙの値を見る)さ
の関係を調べてみよう。 せることで、表の特徴を簡潔

○χとｙの関係を表に表し、具体的 ・いろいろな時間における電車の位置を考 ・明瞭に表現できるように、
な数値で、その特徴を調べる。 えられるようにするために、表をつくり、 能率的に考えさせる。

・比例になっている。 具体的な数値で調べられるようにする。
χ(秒) ０ １ ２ ３ ４ ５ … ・時間と距離の関係を、具体物と表を関連
ｙ(cm) ０ 20 40 60 80 100 … 付けながら思考することを促す。

○「３分前」をどのように表すか考 ・「３分前」については、時計と電車の模
える。 型を同時に戻すことでイメージできるよ

・「－３分後」と考えればいい。 うにし、負の数を使って表されることを
確認する。

○χの値が負の場合の表を考える。 ・χの値を負の数にまで拡張する必要性に
・表を左に広げればいい。 気付かせ、表を広げることに気付けるよ

うにする。
・広げる部分の表枠を与える。

χ(秒) … -5 -4 -3 -2 -1 ０ １ ２ ３ ４ ５ … 300 …
ｙ(cm) … -100 -80 -60 -40 -20 ０ 20 40 60 80 100 … 6000 …

○時間と位置にどのような関係があ ・変化の様子をよみとりやすくするため
るか考える。 に、χやｙの増加量を矢印で書き込みな

・表を横に見ると、χが２倍、３倍、 がら考えるようにする。 【知識・理解】
４倍、…になると、ｙも２倍、３ ・表を横に見ることで、χとｙの変化の様 ○「ｙはχに比例する」ことの
倍、４倍、…になっている。 子をとらえやすくする。 意味を理解し、比例定数の意

・表を縦に見ると、どこのχとｙの ・χの値が負の数の場合も調べる。 味とその求め方を理解してい
関係を見ても、ｙがχの20倍にな ・表を縦に見ることで、χとｙの対応関係 る。（ノート・学習プリント）
っている。 をとらえやすくする。 ◎小学校における比例の学習と

・ｙ＝20χになる。 ・χ、ｙをはっきりととらえるようにする。 関連付けて、表や式で表すこ
○解決方法と結果を発表し合う。 ・解決方法と結果を発表する機会を設け、 とによって比例の関係には、
・５分後には、右に60ｍの地点 χやｙの値が負の数の場合でも比例する 固有の変化や対応の特徴があ
・３分前には、左に36ｍの地点 ことをまとめる。 ることを理解している。
○定数、比例、比例定数を知り、「ｙ ・定数、比例、比例定数の言葉を伝える。 ☆表に書き込んだ矢印をもと

はχに比例する」ことの意味を理 ・二つの変数χとｙとの関係で、ｙ＝ａχ に、比例の性質を確認できる
解する。 の式が成り立てば、ｙはχに比例するこ ように支援する。

・文字を用いて、比例の関係を一般 とをまとめる。 ◇χとｙの対応関係に注目させ
的に表せるよさを知る。 ・ｙをχの式で表し、ｙ＝ａχの形で表さ ることで、比例の定義につい

○教科書111ページのＱ４を解く。 れるかどうかを判断し、式の形によって ての理解を深められるように
・式の形から比例関係であるかどう 比例が定義できることをおさえる。 する。

かを判断する。 ・模型を用いて、「関数」、「function」、
ニュートンの話にふれる。

○発展的な問題に取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】速さが一定であれば、その数値を変えても比例になるのだろう

か。条件を変えて問題を解決してみよう。
【発展問題Ｂ】速さが一定であれば、単位を変えても比例になるのだろうか。

条件を変えて問題を解決してみよう。
○条件を決めて、問題に取り組む。 ・生徒が速さや時間、単位など条件を決め

て、問題を解決できるようにする。
○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな

分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと
・条件を変えてもｙ＝ａχの式が成 で、数学を得意だと感じることができる

り立ち、比例になる。 ようにする。
・自分の考えを発表する場面を設け、満足

感を味うことができるようにする。
・条件が変わっても、二つの変数χとｙと

の関係で、ｙ＝ａχの式が成り立てば、
ｙはχに比例することをまとめる。

○本時の学習を振り返り、自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己
をする。 評価する場面を設ける。
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第４時（４／８時）
○ねらい…比例定数が負の数の場合にも、比例の性質が成り立つことを理解するとともに、与えられ

た条件から、比例の関係を表す式を求めることができる。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

４ ○電車が走っている場面において、 ・前時の学習を思い出せるようにし、「今
時間の経過に伴って、どんな数量 度は逆に、右から左へ走ってくる電車に
が変化するかを考える。 ついて考えよう。」と伝える。

・位置 ・電車の模型が走る場面を見せ、視覚的に
・進んだ距離 とらえることができるようにする。
【主問題】右から左へ秒速20cmで走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を
通過した。その５分後には、どこにいるのだろうか。

また、３分前にはどこにいたのだろうか。
○電車の模型が動く様子を観察し、 ・前時の学習を振り返るようにし、電車の

比例定数が負の数の場合について、 位置の求め方を確認できるようにする。
イメージする。 ・時計と電車の模型を使い、時間と距離の

・速さは変わらない。 関係を、具体物と表を関連付けながら思
・前時と電車の動く向きが反対だ。 考することを促し、時間が決まれば、距

離が決まることを確認する。
・地点Ａを通過した時刻を基準に、その後

を「＋」とし、Ａより右の方向を「＋」
と考えることを前時と同様にとらえられ
るようにする。

○問題解決の見通しをもつ。 ・５分後の電車の位置を求めるには、どう
・前時と同様に、表に表せば、５分 すればよいか、問題解決の見通しをもて

後が求められるだろう。 るようにする。
・式に表せれば、求められるだろう。 ・学習プリントを配付する。
目の前を通過してからの時間をχ秒、Ａから右への距離をｙcmとして、χとｙ
の関係を調べてみよう。 【表現・処理】

○χとｙの関係を表に表し、具体的 ・いろいろな時間における電車の位置を考 ○比例する二つの数量の関係
な数値で、その特徴を調べる。 えるために、表をつくり、具体的な数値 を、表や式で表すことができ

で調べるようにする。 る。（発言・机間指導・学習プリ
・時間と距離の関係を、具体物と表を関連 ント）

付けながら思考することを促す。 ◎与えられた条件から、比例定数
・1秒後には左へ20cmの地点であることか を求めることができ、比例の関

ら､「－20cm」であることをおさえる。 係を表す式を求めることができ
・χの値を負の数にまで拡張するときは、 る。

表を丁寧に書かせて関係をしっかりと把 ☆前時の学習においての表や式
握できるようにする。 の表し方をもとに、負の数に

χ(秒) … -5 -4 -3 -2 -1 ０ １ ２ ３ ４ ５ … 300 … 注意して表すことができるよ
ｙ(cm) … 100 80 60 40 20 ０ -20 -40 -60 -80 -100 … -6000 … ・ うにさせる。

○時間と位置にどのような関係があ 前時の表の特徴を思い出させ、表を横に ◇与えられた条件から、χとｙ
るか考える。 見たり、縦に見たりすることで、時間と の関係をくりぬいて見させる

・表を横に見ると、χが２倍、３倍、 位置の関係を見付けられるようにする。 ようにすることで、その対応
４倍、…になると、ｙも２倍、３ ・χの値が負の数の場合も調べるようにす 関係に注目できるようにす
倍、４倍、…になっている。 る。 る。

・表を縦に見ると、どこのχとｙの ・表を用いて具体的に考えた後に、χとｙ
関係を見ても、ｙがχの－20倍に の関係を表す式をつくるようにする。
なっている。

・ｙ＝－20χになる。
○解決方法と結果を発表し合う。 ・解決方法と結果を発表する機会を設け、
・５分後には、左に60ｍの地点 比例定数を負の数まで拡張しても、ｙ＝
・３分前には、右に36ｍの地点 ａχの式が成り立てば、ｙはχに比例す

ることをまとめる。
・「一組のχ、ｙの値だけから、比例の式

をつくることができるだろうか。」と問
う。

【主問題】ｙがχに比例している。χ＝４のときｙ＝12である。このとき、ｙ
をχの式で表しなさい。

○χ、ｙの値から比例定数を求めた ・比例の関係を表す代表的な式ｙ＝ａχの
り、表に表したりして、比例の関 形になることへの見通しをもてるように
係を表す式を求める。 する。

・ｙ＝ａχの形になるはずだ。 ・表を縦に見るための簡単な表をつくるこ
・比例定数が３だ。 とで、χとｙの関係に気付けるようにし、
・ｙ＝３χになる。 ａについての一次方程式に帰着できるよ

うにする。
○発展的な問題を選択し、取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】速さが一定であれば、その数値を変えても比例になるのだろう

か。条件を変えて問題を解決してみよう。
【発展問題Ｂ】速さが一定であれば、単位を変えても比例になるのだろうか。

条件を変えて問題を解決してみよう。
【発展問題Ｃ】一組のχ、ｙの値を決め、そこから比例の式を求める問題をつ

くり、解決してみよう。
○条件を決めて、問題に取り組む。 ・生徒が速さや時間、単位など条件を決め

て、問題を解決できるようにする。
○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな

分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと
・【問題Ａ】、【問題Ｂ】では、条件 で、数学を得意だと感じることができる

を変えても、比例定数が負の数の ようにする。
場合にｙ＝ａχの式が成り立ち、 ・自分の考えを発表する場面を設け、満足
比例になる。 感を味うことができるようにする。

・条件が変わっても、二つの変数χとｙと
の関係で、ｙ＝ａχの式が成り立てば、
ｙはχに比例することをまとめる。

○本時の学習を振り返り、自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己
をする。 評価する場面を設ける。
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第５時（５／８時）
○ねらい…座標の意味を理解し、点の位置を座標を使って表すことができる。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応
・支援及び指導上の留意点

◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

５ ○天井のハチを見て、ハチの位置を ・天井にハチの模型を提示し、「教室の天
言葉で表す 井にハチがとまっています。どこにいる

・そこ か言ってください。」と問う。
・あそこ
・その辺

・正しく伝えられないことを認識させ、「誰
にでも分かるように伝えるには、どのよ
うにすればよいか。その方法を考えよ
う。」と伝える。

【主問題】教室の天井にハチがとまっている。ハチの位置を誰にでも分かるよ
うに伝えるには、どのように工夫すればよいだろうか。

○問題解決の見通しをもつ。 ・ハチの位置を表すには、どうすればよい
・天井の縁から線をひいてみれば、 か、問題解決の見通しをもてるようにす

距離が求められるだろう。 る。
・天井にたくさん線がひいてあれば、・ハチを天井にとめ、次に窓にとめ、次に

言い表せるだろう。 グラフ黒板にとめることで、升目がある
ことの違いに気付けるようにする。

・学習プリントを配付する。
○教室の天井にとまっているハチの ・小グループで話合いをする機会を設け、

位置をどのように言い表したらよ 言葉の工夫だけを考えている生徒には、
いか考える。 天井の工夫に目を向けるよう助言する。

・前から○○cm
・右から○○cm
・言い表せない
○透明シートや升目シートを利用し ・必要に応じて、透明シートや升目シート

て、ハチの位置の言い表し方を考 を利用して考える場面を設けることによ
える。 り、升目の便利性に気付けるようにする。【表現・処理】

・デカルトの話をし、興味を喚起する。 ○点の座標を読んだり、座標に
○解決方法を発表する。 ・解決方法を発表する機会を設け、升目を 対応する点を示したりするこ
・黒板側から○○cm、窓側から△△cm 利用して、天井のハチの位置が二つの要 とができる。（発言・机間指
・上から○○cm、右から△△cm 素で表せることを理解させる。 導・学習プリント）

・位置の言い表し方を統一するために、０ ◎座標軸の範囲を負の数にまで
の位置を確定する必要性を伝える。 拡張して点の座標を読んだ

・図の左下をＯとして統一する。 り、座標に対応する点を示し
○ハチの位置をどのように言い表し ・ものの位置の表し方として、座標の存在 たりすることができる。

たらよいかを話し合うことで、升 を伝える。 ☆χ座標、ｙ座標の順序に気を
目の有用性に気付き、座標の存在 付けさせることで、点の位置
を知る。 を正確に表せるようにする。

・座標、χ座標、ｙ座標について知 ◇χ座標、ｙ座標について、そ
る。 れぞれχ軸、ｙ軸という数直

○座標平面を拡張して、ハチの位置 ・「作った座標平面からはみ出たところに 線に対応させることで、位置
を表す。 ハチがとまったら、どう表したらよいだ を確認できるようにする。

・横軸を数直線と見て、χの負の方 ろう」と問い、座標平面を拡張する必要 【知識・理解】
向へ延長し、χ軸をかく。 性に気付けるようにする。 ○座標平面をつかって、平面上

・縦軸を数直線と見て、ｙの負の方 ・横軸、縦軸をそれぞれ数直線と見ること の点の位置を表す方法を理解
向へ延長し、ｙ軸をかく。 で、座標平面を拡張できるようにする。 している。（ノート・学習プ

・Ｏの位置を（０,０）と見ることで、・０の位置を、数直線と見ることで、原点 リント）
原点とする。 Ｏと表すことを伝える。 ◎座標軸の範囲を負の数にまで

○χ軸、ｙ軸、座標軸、座標平面を ・方眼紙に座標平面を丁寧にかくことがで 拡張し、広く座標について見
知る。 きるようにする。 通すことができる。

○座標で図形づくりをする。 ・興味をもって座標の表し方の習熟を図る ☆座標平面を丁寧につくらせる
・点を順に結んで図をかく。 ことができるように、点を順に結んで図 ことで、ものの位置の表し方

をかく問題を設定する。 として、二つの数の組を対応
させることができるよさに気
付くようにする。

◇座標平面の四つの象限と符号
に注目させることで、その特
徴を見いだせるようにする。

○発展的な問題を選択し、取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】(χ，ｙ)のχ座標、ｙ座標で、一方の座標を固定し、他の一方

の座標を変えて、たくさん点をとり、点の並びを調べてみよう。
【発展問題Ｂ】座標あてゲームをしよう。
【発展問題Ｃ】天井からぶら下がったクモの位置の表し方を考えてみよう。

○条件を決めて、問題に取り組む。 ・【発展問題Ａ】では、点の並びに着目さ
せる。

・【発展問題Ｂ】では、二人一組になり、
相手の座標の言い当てゲームをする。複
雑なものは避ける。

・【発展問題Ｃ】では、デカルトの話をし、
興味をもてるようにする。

○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな
分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと

・【問題Ａ】では、ｙ座標を変える で、数学を得意だと感じることができる
と点が縦に一列に並ぶ。 ようにする。

・自分の考えを発表する場面を設け、満足
感を味うことができるようにする。

○本時の学習を振り返り，自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己
をする。 評価する場面を設ける。
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第６時（６／８時）
○ねらい…比例定数が正の数の場合の比例のグラフをかくことができ、そのグラフの特徴を見付ける

ことができる。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

６ ○第３時での電車の学習を想起する。・第３時での電車の学習の話をし、「比例
のグラフをかいて、その特徴を調べてみ
よう。」と伝える。

【主問題】ｙ＝２χのグラフをかこう。そして、特徴を見付けてみよう。
○問題解決の見通しをもつ。 ・ｙ＝２χのグラフをかくには、どうすれ 【関心・意欲・態度】
・表をかいて、点をとってみれば、 ばよいか、問題解決の見通しをもてるよ ○表やグラフで表すことによっ

グラフがかけるだろう。 うにする。 て、二つの数量の関係をとら
・点がとれたら、線でつないでみれ ・変数χ、ｙと定数の違いをはっきし、式 えようとしている。（発言・

ばグラフがかけるだろう。 の意味をよみとれるようにする。 学習プリント・方眼紙）
・学習プリントを配付する。 ◎比例の特徴について、式、表、

○ｙ＝２χのグラフを予想してかく。・ｙ＝２χのグラフを予想する場面を設け グラフを相互に関連付けなが
○自分の予想を発表し、他と比較す る。 らよみとり、変化や対応の様

る。 ・第３次での電車の学習を思い出すように 子を進んで考えようとしてい
し、イメージできるようにする。 る。

・既習事項からグラフを予想したり、いろ ☆表やグラフからどんなことが
いろなグラフを提示して揺さぶったりす 言えるか、自分なりに説明で
ることで、二つの数量の関係をとらえら きるように支援する。
れるようにする。 ◇式や表の特徴がグラフのどこ

○ｙ＝２χの表をかく。 ・ｙ＝２χの式から、χの値が整数のとき に表れているか、式の意味と
のそれに対応するｙの値を求め、表をか 比較しながら考えられるよう
けるようにする。 にする。

・表の縦と、前時の座標の表し方を対応し 【表現・処理】
て、ｙ＝２χの表の対応するχ、ｙの値 ○式から比例する二つの数量の
の組を座標とする点を座標平面にとるこ 関係を、表やグラフで表すこ
とができるようにする。 とができ、その特徴をよみと

・点を確認し、予想の修正が必要な場合に ることができる。（机間指導
は、修正を促す。 ・学習プリント・方眼紙）

・「点と点の間はどうなるだろう。」と問 ◎式から比例する二つの数量の
い、細かく点をとってみる必要性に気付 関係を、表やグラフで表すこ
けるようにする。 とができ、その特徴を的確に

・χの値を0.5きざみにした表をかき、点 複数指摘することができる。
を座標平面上にとるようにする。 ☆一つ一つの点を丁寧に正確に

○自分で調べてみたい区間を選び、 ・興味をもった区間の座標を細かくとり、 とらせ、きれいなグラフがで
0.1きざみにした表をかき、点を座 0.1きざみにした表をかくことで、点を きた満足感を味わわせる。
標平面上にとる。 座標平面上にとれるようにする。 ☆表の縦の関係、横の関係を一

・点をたくさんとっていくと、点と点の間 つ一つ取り出して調べさせ、
はせまくなり、「点の集まりが直線にな 特徴を見付けさせる。
る」というグラフのイメージを正確につ ◇式、表、グラフから比例の特
かむことができるようにする。 徴を簡潔・明瞭に表現できる

○自分で調べてみた区間の表とグラ ・友達の調べた区間と合わせ、一つにまと ように、能率的に調べさせる。
フを発表する。 めることで、予想と比較した上でｙ＝２

χのグラフが直線になることをまとめ
る。

○ｙ＝２χのグラフの特徴を調べ、 ・いろいろなグラフを見て比較すること
まとめる。 で、χとｙの関係やグラフの特徴をとら

・χの値が負の数でも直線になる。 えることができるようにする。
・原点を通る。
・どこの区間でも、χの値が増加す ・χの増加量とｙの増加量を、グラフに矢

ると、対応するｙの値も増加する。 印で書き込ませることで、変化の様子を
・右上がりになる。 確認できるようにする。
○特徴を頭に入れながらｙ＝２χの ・原点を通る直線を意識しながらｙ＝２χ

グラフをかく。 のグラフを丁寧にかくことができるよう
にする。

○自分で興味ある比例定数を決め、 ・「ａの値が他の数でも同じ特徴がいえる
グラフをかく。 だろうか。」と問い、自分で興味ある比

・同じ特徴がいえる。 例定数をいくつか決め、グラフをかく場
・χの値が１増加すると、ｙの値が 面を設ける。

ａ増加する。
○発展的な問題を選択し、取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】ｙ＝ａχのグラフは、ａの値がどんな正の数でも、同じ特徴が

いえるだろうか。
【発展問題Ｂ】変域を決めてグラフをかくと、どんなグラフになるのだろうか。
○条件を決めて、問題に取り組む。 ・生徒が自分で条件を決める場面を設け、
・いくつものグラフを１つの座標平 問題を解決できるようにする。

面上にかくことで、「ａの値が大 ・【発展問題Ａ】では、いくつものグラフ
きくなるほど、グラフがｙ軸に近 を１つの座標平面上にかかせる。
づく。」ことに気付く。 ・【発展問題Ｂ】では、変域を決めてグラ

・変域を決めてグラフをかくことで、 フをかかせる。
グラフが線分になることに気付く。・コンピュータを使い、操作しながらグラ

フをかかせることで、視覚的にとらえさ
せる。

○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな
分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと

・【問題Ａ】では、ａの値が大きく で、数学を得意だと感じることができる
なるほど、グラフがｙ軸に近づく。 ようにする。

・【問題Ｂ】では、変域を決めると、 ・自分の考えを発表する場面を設け、満足
グラフの範囲が決まる。 感を味うことができるようにする。

○本時の学習を振り返り、自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己
をする。 評価する場面を設ける。
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第７時（７／８時）
○ねらい…比例定数が負の数の場合の比例のグラフをかくことができ、そのグラフの特徴を見付ける

ことができる。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

６ ○前時の学習を想起する。 ・前時の学習を思い出せるようにし、「比
例定数が負の場合について比例のグラフ
をかき、その特徴を調べてみよう。」と
伝える。

【主問題】ｙ＝－２χのグラフをかこう。そして、特徴を見付けてみよう。
○問題解決の見通しをもつ。 ・ｙ＝－２χのグラフをかくには、どうす 【関心・意欲・態度】
・表をかいて、点を細かくとってみ ればよいか、問題解決の見通しをもてる ○比例定数が負の数の場合につ

れば、グラフがかけるだろう。 ようにする。 いて、式から比例する二つの
○ｙ＝－２χのグラフを予想してか ・学習プリントを配付する。 数量の関係を、表やグラフで

く。 ・ｙ＝－２χのグラフを予想する場面を設 表し、その特徴をよみとろう
・直線のグラフになるだろう。 ける。 としている。（机間指導・学

・第４時での電車の学習と前時での比例定 習プリント・方眼紙）
数が正の数の場合の比例のグラフを想起 ◎比例定数が負の数の場合につ
して、イメージできるようにする。 いて、表やグラフなどで適切

・いろいろなグラフを提示して揺さぶるこ に表現し、式とグラフの関係
○自分の予想を発表し、他と比較す とで、二つの数量の関係をとらえられる を関連付け、いろいろな観点

る。 ようにする。 から比例の特徴を的確に指摘
○ｙ＝－２χの表をかく。 ・ｙ＝－２χの式から、χの値が整数のと しようとしている。

きのそれに対応するｙの値を求めるよう ☆一つ一つの点を丁寧に正確に
にし、表をかけるようにする。 とるように促し、きれいなグ

・ｙ＝－２χの表の対応するχ、ｙの値の ラフができた満足感を味わえ
組を座標とする点を座標平面にとること るようにする。
ができるようにする。 ☆表の縦の関係、横の関係を一

・点を確認するようにし、予想の修正が必 つ一つ取り出して調べさせ、
要な場合には、修正を促す。 特徴を見付けさせる。

・「点と点の間はどうなるだろう。」と問 ◇式、表、グラフから比例定数
い、細かく点をとる必要性に気付けるよ が負の数の場合についての特
うにする。 徴を、比例定数が正の数のと

・χの値を0.5きざみにした表をかき、点 きと比較させ、簡潔・明瞭に
を座標平面上にとるようにする。 表現できるように、能率的に

○自分で調べてみたい区間を選び、0. ・興味をもった区間の座標を細かくとり、 調べさせる。
1きざみにした表をかき、点を座標 0.1きざみにした表をかくことで、点を 【数学的な見方や考え方】
平面上にとる。 座標平面上にとれるようにする。 ○比例定数の値が負の数のグラ

・点をたくさんとっていくと、点と点の間 フから、比例のグラフの特徴
はせまくなり、「点の集まりが直線にな を考えることができる。（発
る」というグラフのイメージを正確につ 言・学習プリント・グラフ用
かむことができるようにする。 紙）

○自分で調べてみた区間の表とグラ ・友達の調べた区間と合わせ、比較検討を ◎比例定数の値が負の数のグラ
フを発表する。 して一つにまとめ、ｙ＝－２χのグラフ フの特徴について、比例定数

が直線になることをまとめる。 の値が正の数のグラフと関連
○ｙ＝－２χのグラフの特徴を調べ、・いろいろなグラフを見て比較すること 付けて考えることができる。

まとめる。 で、χとｙの関係やグラフの特徴をとら ☆比例定数が正の数の場合の特
・直線になる。 えることができるようにする。 徴をもとに考え出せるように
・原点を通る。 する。
・どこの区間でも、χの値が増加す ・χの増加量とｙの増加量を、グラフに矢 ◇式の特徴が表やグラフではど

ると、対応するｙの値は減少する。 印で書き込む場面を設け、変化の様子を こに表れているかなど比例定
・右下がりになる。 確認できるようにする。 数が正の数の場合の特徴と負
○特徴を頭に入れながらｙ＝－２χ ・特徴を意識しながらｙ＝－２χのグラフ の数の場合の特徴とを比較し

のグラフをかく。 を丁寧にかくことができるようにする。 ながら考えられるようにす
○自分で興味ある比例定数を決め、 ・「ａの値が他の数でも同じ特徴がいえる る。

グラフをかく。 だろうか。」と問い、自分で興味ある比
・同じ特徴がいえる。 例定数をいくつか決め、グラフをかく場
・χの値が１増加すると、ｙの値が 面を設ける。

ａ減少する。
○発展的な問題を選択し、取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】ｙ＝ａχのグラフは、ａの値がどんな負の数でも、同じ特徴が

いえるだろうか。
【発展問題Ｂ】変域を決めてグラフをかくと、どんなグラフになるのだろうか。
【発展問題Ｃ】ｙ＝ａχのグラフで、比例定数が正の数のときと負の数のとき

とで比較してみよう。同じ点や違う点が見付かるだろうか。
○条件を決めて、問題に取り組む。 ・生徒が自分で条件を決める場面を設け、
・いくつものグラフを１つの座標平 問題を解決できるようにする。

面上にかくことで、「ａの値が小 ・【発展問題Ａ】では、いくつものグラフ
さくなるほど、グラフがｙ軸に近 を１つの座標平面上にかくようにする。
づく」ことに気付く。 ・【発展問題Ｂ】では、変域を決めてグラ

・変域を決めてグラフをかくことで、 フをかくようにする。
ａの値が負の数でもグラフが線分 ・コンピュータを使い、操作しながらグラ
になることに気付く。 フをかくことで、視覚的にとらえられる

ようにする。
・【発展問題Ｃ】で、比例のグラフの特徴

についてまとめる。
○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな

分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと
・【問題Ａ】では、ａの値が大きく で、数学を得意だと感じることができる

なるほど、グラフがｙ軸に近づく。 ようにする。
・【問題Ｂ】では、変域を決めると、 ・自分の考えを発表する場面を設け、満足

グラフの範囲が決まる。 感を味うことができるようにする。
○本時の学習を振り返り，自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己

をする。 評価する場面を設ける。
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第８時（８／８時）
○ねらい…比例のグラフのかき方や、グラフから式を求める方法を理解し、表すことができる。
時 ○生徒の活動 ○｢おおむね満足できる｣状況(評価方法)

間 ・予想される生徒の反応
・支援及び指導上の留意点

◎｢十分満足できる｣状況

☆｢努力を要する｣生徒への手だて

◇｢おおむね満足できる｣生徒への手だて

８ ○前時にまとめた比例のグラフの特 ・比例のグラフの特徴を振り返るように
徴を確認する。 し、「式からグラフを簡単にかいたり、

グラフから式を求めたりしてみよう。」
と伝える。

・「比例のグラフの効率のよいかき方を考
えよう」と伝える。

【主問題】ｙ＝２χのグラフをかきたい。比例のグラフの特徴を使って、グラ
フを簡単にかく方法を考えよう。

○問題解決の見通しをもつ。 ・ｙ＝２χのグラフを簡単にかくには、ど 【表現・処理】
・比例のグラフの特徴を一つ一つ使 うすればよいか、問題解決の見通しをも ○比例の式をグラフに表した

ってかいてみれば、かけるだろう。 てるようにする。 り、比例のグラフを式に表し
・学習プリントを配付する。 たりすることができる。（机

○比例のグラフの特徴を一つ一つ使 ・比例のグラフの特徴を意識しながら、自 間指導・方眼紙）
い、グラフをかく。 分なりの方法でできるだけ簡単な方法を ◎比例定数が分数の場合におい

・比例のグラフは直線だから、二つ 考えられるようにする。 ても、表をグラフに表したり、
の点を使ってグラフをかけばいい。・比例を直線としてとらえることができる グラフを式に表したりするこ

・比例のグラフは原点を通るから、 ようにし、直線は２点で決まることにふ とができる。
原点と原点以外の１点を使ってグ れる。 ☆比例定数が分数の場合につい
ラフをかけばいい。 ・原点以外のグラフ上の１点が決まれば、 て、分数の分母に着目させる

・比例定数が２であるので、χの値 原点とその１点を結ぶことで比例のグラ ことで、整数である点を見付
が１増加するとｙの値が２増加す フがかけることを理解できるようにす けることができるように支援
るので、(１，２)を通ればいい。 る。 する。

○自分の方法を発表する。 ◇比例定数に着目させて、χ座
・自分の考えを発表する場面を設け、満足 標もｙ座標も整数となるよう

感を味わうことができるようにする。 な点を見付けられるよう調べ
・「比例定数が分数でも、グラフがかける ることを促す。

のだろうか。」と問う。

ｙ＝
２

χのグラフを簡単にかく方法を考えよう。３
○原点と、原点以外の一点を決め、 ・表を横に見るための簡単な表をつくるこ

グラフをかく。 とで、χとｙをそれぞれ何倍かすれば、
・原点以外の一点として、 どちらも整数の組となるような点が見付

の点をとろうとする。 かることに気付けるようにする。
・χ座標もｙ座標も整数となるよう χ … １ … ３ …

な点を見付ける。
・ｙ座標に３の倍数をかければ整数 ｙ … … ２ …

になる。
・(３，２)をとればいい。 ・解決方法と結果をを発表する機会を設
○解決方法と結果を発表し合う。 け、比例定数の分母の倍数を選べばよい

ことに気付けるようにする。
・「逆に、グラフから式を求めてみよう。」

と伝え、学習プリントを配付する。
【主問題】グラフが右のような直線であるとき、
χとｙの関係を表す式を求めよう。

○グラフから式を求める方法を考え ・グラフの特徴を確認し、その特徴を意識
る。 しながら、考えられるようにする。

・原点を通る直線だ。 ・第４時を振り返る場面を設け、χとｙの
・原点を通る直線だから、比例のグ 関係に気付けるようにし、ａについての

ラフだ。 一次方程式に帰着できるようにする。
・比例だから，式の形は、ｙ＝ａχ

になる。
・原点以外に通る点を見付ければい

い。
・グラフが点(２，３)を通っている。
○発展的な問題を選択し、取り組む。 ・発展的な課題を提示する。
【発展問題Ａ】比例定数をいろいろ変えて、効率のよいかき方で比例のグラフ

をかいてみよう。
【発展問題Ｂ】χ座標もｙ座標も整数である点を必ず１点通る比例のグラフを

かき、比例の式を求めよう。いろいろな比例のグラフをかいて、
求めてみよう。

○条件を決めて、問題に取り組む。 ・生徒が自分で条件を決める場面を設け、
・効率のよいグラフのかき方を利用 問題を解決できるようにする。

し、いろいろなグラフをかく。
○自分の問題、解決方法、結果から ・主問題の解決における学習を振り返りな

分かったことを発表する。 がら、自力で解決する喜びを味わうこと
・χ座標もｙ座標も整数となるよう ができることで、数学を得意だと感じる

な点を見付けられれば、グラフが ことができるようにする。
簡単にかける。 ・自分の考えを発表する場面を設け、満足

・原点から右へ○、上へ△進んだ点 感を味うことができるようにする。
をとればいい。

○本時の学習を振り返り，自己評価 ・自分にあった学習内容であったかを自己
をする。 評価する場面を設ける。

１ ，
２

３

２

３



Ⅲ　数学学習プリント　

数学　学習プリント　「比例」　№１　（第１時）　 　　組　　名前

△【距離】
(ｃｍ)

(秒)

　○と△の関係を、式に表してみよう。

　回転ずしの回転レーンは、１秒間で10cm進みます。時間の変化に伴って、どんな数量が変化するだろうか。

　☆動いている時間を○秒、進んだ距離を△cmとして、○と△の関係を調べてみよう。

　○と△の関係を、グラフに表してみよう。

10

20

30

40

○【時間】

200

210

230

220

250

240

０○（時間）［秒］

△（距離）［ｃｍ］

１ ２ ３ ４ ５

50

０ １０

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

Ｏ 2521 22 23 2417 18 19 2013 14 15 16９ 10 11 12５

　○と△の関係を、表に表してみよう。

　○と△について、どんなことがいえるだろうか。

１ ２ ３ ４ ６ ７ ８
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数学　学習プリント　「比例」　№１＿①　（第１時）　 組 名前

時間 ０

時間 秒後

時間 秒後

時間 秒後

時間 秒後

時間 秒後

時間 秒後

　回転ずしの回転レーンは、１秒間で10cm進みます。時間の変化に伴って、どんな数量が変化するだろうか。

　☆動いている時間を○秒、進んだ距離を△cmとして、○と△の関係を調べてみよう。

250160 210 220 230 240170 180 190 200130 140 15090 100 110 12070 80０ 10 20 30 40 50 60 290280270260 370 380310 320 330 340 430 440 450300 390 400 410 420350 360

０ 10 20 30 80 90 10040 50 60 70 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420 430 440 450

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420 430 440 450

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420 430 440 450

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420 430 440 450

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 370 380 390 400 410 420 430 440 450

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 330 340 350 360 370 380 430 440 450390 400 410 420
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数学　学習プリント　「比例」　発展 №１　（第１時）　 　　組　　名前

【発展問題Ａ】

【発展問題Ｂ】

【選択は　　　】

ｙ （ )

ｘ

(　　　)

　Ａ社のトイレットペーパーのミシン目は一区間で20cmです。1秒間に一区間引き出すとき、時間の経過に伴って、どんな数量
が変化するだろうか。変化する二つの数量を決めてｘ、ｙとし、ｘとｙの関係について調べてみよう。

　ｘとｙについて、どんなことがいえるだろうか。

　☆（　　　　　　　　　　　　）をｘ、（　　　　　　　　　　　　　）をｙとして、ｘとｙの関係を調べてみよう。

　回転ずしで、時間の変化に伴い変化するものの中から、自分の気になる数量について調べてみよう。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

Ｏ

ｘ(　　 )

ｙ(　　 )

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、グラフに表してみよう。

－資料146－



数学　学習プリント　「比例」　№２　（第２時）　 　　組　　名前

ｙ【高さ】
(ｃｍ)

(分)
ｘ【時間】

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、グラフに表してみよう。

10

20

０ｘ（時間）［分］

ｙ（高さ）［ｃｍ］

１ ２

０ ５

30

40

20

　深さ60cmのお風呂に、７時ちょうどに水を入れ始めた。ところが、７時１分ちょうどに電話が
鳴り、その場所をはなれなくてはならなくなった。まだ、水の高さは５cmである。このまま一定
の水の強さで入れ続け、水があふれないようにするためには、何時何分までにもどってくればよ
いだろうか。
水を入れ始めてからｘ分後の水の高さをｙcmとして、グラフを利用して考えてみよう。

Ｏ 17 18 1913 14 15 16９ 10 11 12

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

１ ２ ３ ４ ６

50

表から、どんなことがいえるだろうか。

60

　グラフから、どんなことがいえるだろうか。

５ ７ ８
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数学　学習プリント　「比例」　№３＿Ａ　（第２時）　 組 名前

①変域 １５より大きい数 １５より大きいすべての数

式 １５＜ｘ

②変域 １５以上の数 １５に等しいか、１５より大きいすべての数

式 １５≦ｘ

③変域 ７より小さい数

式

④変域 ７未満の数

式

⑤変域 ７以下の数

式

⑥変域 ０以上６０以下の数

式

⑦変域 １１以上１５未満の数

式

2011 16 17 18 1912 13 14 15８ ９ 10４ ５ ６ ７２ ３－５－４－３－２－１ ０ １

－５－４－３－２－１ ０ １ ２ ８ ９３ ４ ５ 19 2014 15 16 17

－１ ０ １

1810 11 12 13６ ７

－５－４－３－２ ８ ９２ ３ ４ ５ 19 2014 15 16 17

－１ ０ １

1810 11 12 13６ ７

－５－４－３－２ ８ ９２ ３ ４ ５ 19 2014 15 16 17

－１ ０ １

1810 11 12 13６ ７

－５－４－３－２ ８ ９２ ３ ４ ５ 19 2014 15 16 17

-10 ０ 10

1810 11 12 13６ ７

-50 -40 -30 -20 80 9020 30 40 50 190 200140 150 160 170

－１ ０ １

180100 110 120 13060 70

－５－４－３－２ ２ ３ ４ ５ 12 13６ ７ ８ ９

　ｘの変域を、不等号を使った式で表し、数直線上に表そう。

18 19 2014 15 16 1710 11
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数学　学習プリント　「比例」　発展 №２＿Ａ　（第２時）　 　　組　　名前

【発展問題Ａ】

ｙ【高さ】
(ｃｍ)

ｘ【時間】

(分)

　水の強さや風呂の大きさを変えても、同じことがいえるだろうか。　(例：水の強さが毎分３cmのとき)

　ｘとｙについて、どんなことがいえるだろうか。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

Ｏ

ｙ（高さ）［ｃｍ］

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、グラフに表してみよう。

　☆水の強さを（　　　）cm、風呂の深さを（　　　）cmとして、ｘとｙの関係を調べてみる。

ｘ（時間）［分］
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数学　学習プリント　「比例」　発展№２＿Ｂ　（第２時）　 組 名前

【発展問題B】

①変域

式

②変域

式

③変域

式

④変域

式

⑤変域

式

⑥変域

式

⑦変域

式

⑧変域

式

「より大きい」「より小さい」「以上」「以下」「未満」などの言葉を使い､自分で変域を決めて、不等号や数直線
で表してみよう。
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数学　学習プリント　「比例」　№４　（第３時）　 　　組　　名前

ｘ（秒） ０ １ ２ ３ ４ ５

ｙ（cm） ０ ２０

　表から、どんなことがいえるだろうか。

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

目の前を通過してからの時間をｘ秒、Ａから右への距離をｙcmとして、ｘとｙの関係を調べてみよう。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

　左から右へ秒速20cmで走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を通過した。その５分後には、どこにい
るのだろうか。
また、３分前にはどこにいたのだろうか。
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数学　学習プリント　「比例」　発展 №３　（第３時）　　組　　名前

【発展問題Ａ】

ｘ（秒） … ０ …

ｙ（cm） … …

　表から、どんなことがいえるだろうか。

ｙ＝ａｘ の形になるだろうか。

【発展問題B】

ｘ（　　） … ０ …

ｙ（　　） … …

　表から、どんなことがいえるだろうか。

ｙ＝ａｘ の形になるだろうか。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

 速さが一定であれば、その数値を変えても比例になるのだろうか。条件を変えて問題を解決してみよう。

　速さが一定であれば、単位を変えても比例になるのだろうか。条件を変えて問題を解決してみよう。

　左から右へ(　　)速20(　　)で走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を通過した。その５(　　)後に
は、どこにいるのだろうか。
また、３(　　)前にはどこにいたのだろうか。
目の前を通過してからの時間をｘ(　　)、Ａから右への距離をｙ(　　)として、ｘとｙの関係を調べてみよ
う。

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

　左から右へ秒速（　　　　)cmで走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を通過した。その５分後には、
どこにいるのだろうか。
また、３分前にはどこにいたのだろうか。
目の前を通過してからの時間をｘ秒、Ａから右への距離をｙcmとして、ｘとｙの関係を調べてみよう。
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数学　学習プリント　「比例」　№５　（第４時）　 　　組　　名前

ｘ（秒） … ０ …

ｙ（cm） … ０ …

　表から、どんなことがいえるだろうか。

ｙ＝ａｘ の形になるだろうか。　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

　右から左へ秒速20cmで走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を通過した。その５分後には、どこにい
るのだろうか。
また、３分前にはどこにいたのだろうか。

　目の前を通過してからの時間をｘ秒、Ａから右への距離をｙcmとして、ｘとｙの関係を調べてみよう。
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数学　学習プリント　「比例」　発展 №４＿ＡＢ　（第４時） 　　組　　名前

【発展問題Ａ】

ｘ（秒） … ０ …

ｙ（cm） … …

　表から、どんなことがいえるだろうか。

ｙ＝ａｘ の形になるだろうか。

【発展問題B】

ｘ（　　） … ０ …

ｙ（　　） … …

　表から、どんなことがいえるだろうか。

ｙ＝ａｘ の形になるだろうか。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

 速さが一定であれば、その数値を変えても比例になるのだろうか。条件を変えて問題を解決してみよう。

　速さが一定であれば、単位を変えても比例になるのだろうか。条件を変えて問題を解決してみよう。

　右から左へ(　　)速20(　　)で走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を通過した。その５(　　)後に
は、どこにいるのだろうか。
また、３(　　)前にはどこにいたのだろうか。
目の前を通過してからの時間をｘ(　　)、Ａから右への距離をｙ(　　)として、ｘとｙの関係を調べてみよ
う。

　ｘとｙの関係を、式に表してみよう。

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

　右から左へ秒速(　　　　)cmで走っている電車が、目の前の踏切(地点Ａ)を通過した。その５分後には、
どこにいるのだろうか。
また、３分前にはどこにいたのだろうか。
目の前を通過してからの時間をｘ秒、Ａから右への距離をｙcmとして、ｘとｙの関係を調べてみよう。
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数学　学習プリント　「比例」　発展 №４＿Ｃ　（第４時）　　組　　名前

【発展問題C】
　一組のｘ、ｙの値を決め、そこから比例の式を求める問題をつくり、解決してみよう。

　ｙがｘに比例している。ｘ＝(　　)のときｙ＝(　　)である。このとき、ｙをｘの式で表しなさい。

－資料155－



数学　学習プリント　「比例」　№６　（第５時）　 　　組　　名前

前

黒板

天井

　教室の天井にハチがとまっている。ハチの位置を誰にでも分かるように伝えるには、どのように工夫すればよいだろうか。

　ハチの位置を、言い表してみよう。

　工夫したこと
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数学　学習プリント　「比例」　№６_Ａ　（第５時）　　　組　　名前

前

黒板

天井

　教室の天井にハチがとまっている。ハチの位置を誰にでも分かるように伝えるには、どのように工夫すればよいだろうか。

　ハチの位置を、言い表してみよう。
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数学　学習プリント　「比例」　№７　（第５時）　
　　組　　名前

－資料158－



数学　学習プリント　「比例」　№８　（第５時）　　
　　組　　名前

(４，３)

－資料159－



数学　学習プリント　「比例」　№９　（第５時）　　
　　組　　名前
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数学　学習プリント　「比例」　№10　（第５時）　　
　　組　　名前

ｙ
Ａ( ６ ， ２ )
↓
Ｂ( １ ， ２ )
↓
Ｃ( ２ ， ３ )
↓
Ｄ( １ ， ３ )

Ｅ( ０ ， ２ )
↓
Ｆ(－１， ３ )
↓
Ｇ(－２ ，３ )
↓
Ｈ(－１， ２ )
↓

Ｊ(－１， ０ )

↓

Ｋ(－６，－２)

↓

Ｌ(－１， －２)

↓

Ｍ(－１，－８)

↓

Ｎ( １ ，－８)

↓

Ｏ( １ ，－２)

↓

Ｐ( ６ ，－２)

↓

Ｑ( １ ， ０ )

↓
Ａ( ６ ， ２ )

答

　次の座標を順に線で結んでみよう。どんな図形になるだろうか。

-8

I(－６， ２ )

-7

-3

-4

-5

-6

↓

-1

-2

1

7

７

6

5

4

3

－３ －２ －１

8

2

－７ －６ －５ －４ ｘＯ １ ２ ３ ４ ５ ６
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数学　学習プリント　「比例」　発展№５_Ａ　（第５時）　　
　　組　　名前

【発展問題Ａ】

ｙ
Ａ(　　　，　　　)

Ｂ(　　　，　　　)

Ｃ(　　　，　　　)

Ｄ(　　　，　　　)

Ｅ(　　　，　　　)

Ｆ(　　　，　　　)

Ｇ(　　　，　　　)

Ｈ(　　　，　　　)

Ｊ(　　　，　　　)

Ｋ(　　　，　　　)

Ｌ(　　　，　　　)

Ｍ(　　　，　　　)

Ｎ(　　　，　　　)

Ｏ(　　　，　　　)

Ｐ(　　　，　　　)

Ｑ(　　　，　　　)

Ｒ(　　　，　　　)

　(ｘ，ｙ)のｘ座標、ｙ座標で、一方の座標を固定し、他の一方の座標を変えて、たくさん点をと
り、点の並びを調べてみよう。

ｘＯ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７－１

2

1

－７ －６ －５ －４

8

7

6

5

　何か気がつくかな。

-8

I(　　　　，　　　)

-7

-3

-4

-5

-6

－３ －２

-1

-2

4

3
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数学　学習プリント　「比例」　発展№５_Ｂ　（第５時）　　
　　組　　名前

【発展問題Ｂ】

『自分の座標』 ｙ

『相手の座標』 ｙ

-4

-5

-6

　座標あてゲームをしよう。

-3

-4

-5

-6

-1

－３ －２ －１

-3

-1

-2

－７ －６ －５ －４

1

６Ｏ ｘ３ ４ ５２１

-2

－７

７

2

1

6

5

4

3

2

６ ７

6

5

4

3

－３ －２ －１－６ －５ －４ ｘＯ １ ２ ３ ４ ５
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数学　学習プリント　「比例」　発展№５_Ｃ　（第５時）　　
　　組　　名前

【発展問題Ｃ】

工夫したこと。

　天井からぶら下がったクモの位置の表し方を考えてみよう。
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数学　学習プリント　「比例」　№11　（第６時）　　
　　組　　名前

ｙ

ｘ

9

10

11

　ｙ＝２ｘのグラフを予想してみよう。

-10

-11

-9

-5

-6

-7

-8

-1

-2

-3

-4

４

8

7

6

5

4

3

2

1

５ ６ ７－３ －２ －１ Ｏ １ ２ ３－７ －６ －５ －４
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数学　学習プリント　「比例」　 №12　（第６時）　　 　　組　　名前

ｘ … …

ｙ … …

ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

ｘ … …

ｙ … …

　ｙ＝２ｘのグラフには、どんな特徴があるだろうか。

－３ －２ －１

　　　　きざみに点をとると、

【自分で調べてみたい区間を選ぼう】

　　　　きざみに点をとると、

－６ －５ －４－７

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

４ ５ ６ ７０ １ ２ ３
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数学　学習プリント　「比例」　発展№６_Ａ　（第６時）　　
　　組　　名前

【発展問題Ａ】

☆いくつものグラフをかいてみよう。

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

　ｙ＝ａｘのグラフは、ａの値がどんな正の数でも、同じ特徴がいえるだろうか。

　どんなことがいえるだろうか。
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数学　学習プリント　「比例」　発展№６_Ｂ　（第６時）　　
　　組　　名前

【発展問題Ｂ】

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

　どんなことがいえるだろうか。

　変域を決めてグラフをかくと、どんなグラフになるのだろうか。
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数学　学習プリント　「比例」　№13　（第７時）　　　
　　組　　名前

ｙ

ｘ－７ －６ －５ －４ ５ ６ ７－３ －２ －１ Ｏ １ ２ ３ ４

8

7

6

5

4

3

2

1

-1

-2

-3

-4

-10

-11

-9

-5

-6

-7

-8

9

10

11

　ｙ＝－２ｘのグラフを予想してみよう。
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数学　学習プリント　「比例」　 №14　（第７時）　　　 　　組　　名前

ｘ … …

ｙ … …

ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

ｘ … …

ｙ … …

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７－５ －４－７

　ｘとｙの関係を、表に表してみよう。

－３ －２ －１

　　　　きざみに点をとると、

【自分で調べてみたい区間を選ぼう】

　　　　きざみに点をとると、

－６

　ｙ＝－２ｘのグラフには、どんな特徴があるだろうか。

－資料170－



数学　学習プリント　「比例」　発展№７_Ａ　（第７時）　　　
　　組　　名前

【発展問題Ａ】

☆いくつものグラフをかいてみよう。

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式 比例定数は

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

　ｙ＝ａｘのグラフは、ａの値がどんな負の数でも、同じ特徴がいえるだろうか。

　どんなことがいえるだろうか。
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数学　学習プリント　「比例」　発展№７_Ｂ　（第７時）　　　
　　組　　名前

【発展問題Ｂ】

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

式

変域

表 ｘ … －７ －６ －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ …

ｙ … …

　どんなことがいえるだろうか。

　変域を決めてグラフをかくと、どんなグラフになるのだろうか。
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数学　学習プリント　「比例」　№15　（第８時）　　　　　
　　組　　名前

ｙ

ｘ

9

　ｙ＝２ｘのグラフをかきたい。比例のグラフの特徴を使って、グラフを簡単にかく方法を考えよう。

方法

-9

-5

-6

-7

-8

-1

-2

-3

-4

４

8

7

6

5

4

3

2

1

５ ６ ７１ ２ ３－３ －２ －１ Ｏ－７ －６ －５ －４
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数学　学習プリント　「比例」　№16　（第８時）　　　　　
　　組　　名前

２
３

ｙ

ｘ

　ｙ＝ ｘのグラフをかきたい。比例のグラフの特徴を使って、グラフを簡単にかく方法を考えよう。

方法

－７ －６ －５ －４ ５ ６ ７

2

1

－３ －２ －１ Ｏ ４

8

7

6

5

１ ２ ３

4

3

9

-9

-5

-6

-7

-8

-1

-2

-3

-4
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数学　学習プリント　「比例」　№17　（第８時）　　　　
　　組　　名前

　グラフが右のような直線であるとき、 ｙ
ｘとｙの関係を表す式を求めよう。

ｘ

-5

-1

方法

-2

-3

-4

5

２ ３

4

3

2

1

－５ －４ ５－３ －２ －１ Ｏ １ ４
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数学　学習プリント　「比例」　発展№８_Ａ　（第８時）　　　　
　　組　　名前

【発展問題Ａ】

☆いくつものグラフをかいてみよう。

比例定数 式は

方法

比例定数 式は

方法

比例定数 式は

方法

　比例定数をいろいろ変えて、効率のよいかき方で比例のグラフをかいてみよう。

　どんなことがいえるだろうか。
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数学　学習プリント　「比例」　発展№８_Ｂ　（第８時）　　　　　
　　組　　名前

【発展問題B】

ｙ

ｘ

式

ｙ

ｘ

式

-4

-5

　どんなことがいえるだろうか。

５

-1

-2

-3

１ ２ ３ ４Ｏ－５ －４ －３ －２ －１

4

3

2

1

　ｘ座標もｙ座標も整数である点を必ず１点通る比例のグラフをかき、比例の式を求めよう。いろいろな比例
のグラフをかいて、求めてみよう。

5

－５ －４ ５－３ －２ －１

5

２ ３

4

3

2

1

方法

方法

-5

-1

-2

-3

-4

Ｏ １ ４
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